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アイランドシティに２Ｓのご提案
～スマート・ウェルネス・シティとスマート・コミュニティ～

平成23年 11月 5日（土）
アイランドシティ・未来フォーラム



②環境・エネルギー②環境・エネルギー

①アジアをパートナーとして捉え、成長につなげる九州
②アジアの環境・エネルギー課題を解決し、成長につなげる九州
③最新鋭量産・もの作り拠点を極めつつ、ソフト力を持つ九州
④観光立国の実現に大きく貢献する九州
⑤農業の成長産業化、ライフイノベーションを先導する九州
⑥優れた経営力・技術力を持つ中小企業が集積した足腰が強い九州
⑦地域幸福度が高い九州

◇九州の強みを活かした戦略を実践するアクションプランを策定。
＊期間は２０１０年度からの２０１２年度の３カ年

◇九州経済産業局と（社）九州経済連合会が事務局となって、経済団体、
大学、金融機関、国（地方支分部局）、県･政令市など関係機関が一体と
なって検討。オール九州の視点から実践。
＊策定委員会（４６機関）、各県懇談会（７県）及びフォローアップ体制を構築

実 践 第 一

連携・つながり力

オ ー ル 九 州

ア ジ ア と の協 走 と 競 争

■戦略分野

 

～九州の成長の牽引、競争力の強化～■戦略分野

 

～九州の成長の牽引、競争力の強化～

⑦－１

 

人材、雇用

⑦－３

 

立地環境 ⑦－４

 

社会インフラ・物流

◇キーパーソンネットワーク
◇新卒者雇用
◇女性の活躍の環境づくり、子育てにおける雇用

 

対策

◇九州への立地・投資
◇海外からの国内投資

◇九州産学官連携院
◇新規創業の強化
◇金融連携プログラム

◇東アジア物流の準国内化
◇高速交通体系のネットワーク化
◇安心・安全・ゆとりを実現する地域

フォローアップ体制

東九州自動車道・北九州JCT

①アジア①アジア ③次世代産業【産業クラスター】③次世代産業【産業クラスター】

④観

 

光④観

 

光 ⑤農業・地域型産業⑤農業・地域型産業 ⑥中 小 企 業⑥中 小 企 業

◇産業クラスター新展開（半導体、
機能性食品、環境・リサイクル）

◇九州次世代自動車研究会

燃料電池自動車環黄海経済圏

おおやま夢工房

 

ゆめひびき

多目的石炭ガス技術（ＥＡＧＬＥ）
パイロット試験プラント

ﾊﾞｲｵｸﾗｽﾀｰ・仏食品産業ｸﾗｽﾀｰ
MOU締結

東九州地域メディカルバレー構想
（血液や血管に関する医療機器群）

◇農業の成長産業化・６次産業化
◇地域おこし会社の形成、ＳＢ／ＣＢの育成
◇医療・医療機器産業の振興
◇フード・健康アイランド九州

指宿

 

ＩＴ湯治システム

Ｋ－ＲＩＰ・山東省ＭＯＵ締結

◇環黄海地域等の経済交流強化
◇アジアビジネス戦略研究会
◇海外展開支援体制
◇グローバル産業人材育成

宮崎県ソーラーフロンティア構想
（宮崎ソーラーウェイ）

中小企業の中国企業との提携

◇中小企業のアジア展開
◇経営力の強化・官民ネットワーク
◇技術力アップと知財戦略

地域企業立地促進等共用施設整備

■基盤

 

～連携、組織体制、規制緩和・制度改革等～■基盤

 

～連携、組織体制、規制緩和・制度改革等～

育児支援コンサルティング職場実習

中国からのクルーズ船

◇第３次九州観光戦略、九州アジア観光戦略特区
◇海外からの誘致戦略
◇交流人口拡大・観光産業振興
◇休暇改革の推進

四つの視点

九州成長戦略アクションプラン（骨子）
～アジアパワーを取り込み成長する九州～

主
旨

成
長
の
方
向
性

九州地域中小企業海外展開支援会議

⑦－２

 

イノベーション

大学の技術シーズを実用化した製品

◇ソーラーアイランド九州
◇クリーンコールテクノロジー
◇環黄海環境経済圏の形成
◇省エネルギーの総合的な推進

個別推進組織

各県
懇談会

各県
懇談会

キー

 

パーソン

 

キー

 

パーソン

ＨＰＨＰ

九州成長戦略
アクションプラン

推進協議会

幹事会幹事会

事務局
（九経局・九経連）

進捗・提案

幹事会
各県懇談

 

会

幹事会

２０１１年６月 １０月～１２月

２月

推進協議会

３月

進捗状況、計画検討 各県意見、情報交流

実績把握、計画検討 進捗状況管理等

２０１２年度末まで継続

＜スケジュール＞

2



3

スマート・ウェルネス・シティ



医療・介護・福祉の分野で活躍する全国、九州のキーパーソンの連携
H23.9.13

 

キーパーソン筑後ステージ（福岡県筑後市）
高齢者にやさしいまちづくり、健康産業、ヘルスツーリズム

 

、遠隔地医療、在宅医療連携、介護、
医商連携等の専門家が集結

◆九州医療関連産業推進フォーラム

【担当課：サービス産業室】

【担当課：地域経済課】

九州局における健康・医療生活産業振興の枠組み

ものづくり企業の医療機器産業への参入促進、医療の海外展開（インバウンド、アウトバウンド）、ＩＴ融合化

 
による医療の高度化など、ライフイノベーションによる医療関連産業の振興を目指し、医療機器・医薬品メー

 
カー・販社、医療機関、ものづくり企業等との政策及びビジネスのプラットフォームの形成

H23.9.22 キックオフシンポジウム開催

 

医療関連産業に意欲のある企業等１７９者が参加

【担当課：製造産業課】

【総合窓口：企画課】
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予防医学・サービス産業と連携した「フード・健康アイランド九州」の構築
九州の地域特性を活かした機能性食品・素材等の研究開発・量産化拠点の形成に向け、研究開発から
販路開拓までの事業を展開

【担当課：製造産業課】

◆九州健康関連産業連携会議

◆健康医療・介護の分野でのソーシャル
ビジネスキーパーソンの連携

健康医療関連産業の各自治体の政策連携の場づくり
H23.4.22 第1回

 

指宿市

 

メディポリス指宿
１２自治体等参加

九州Smart Wellness City

 

研究会～健幸まち

 
づくりによる地域活性化

筑波大学

 

教授・TWR社長

 

久野 譜也
H23.9.14

 

第1回

 

飯塚市開催（飯塚市・天草

 
市・指宿市の3市共催）

第２回は福岡市において、H２４初に開催予定

◆九州地域バイオクラスター推進協議会（健康食品産業との連携）



健康・福祉・医療月間の３大イベント（平成２３年９月）

いいりり

◇ 平成２３年９月１３日（火）
◇ サザンクス筑後（福岡県筑後市）

キーパーソン筑後ステージ

医療・介護・福祉の融合が九州をかえる

医療・介護・福祉の分野で活躍する全
国、九州のキーパーソン12組が集結し、
５時間半にわたって、それぞれの考え
や取組みを熱く語った。
会場には、330人の参加者があり、各キ
ーパーソンの発表を熱心に聞き入った。
メーリングリストの構築等により、今後、
関係者間の人的ネットワークを拡大｡
関係分野の融合が進展し、九州地域が
本分野における先端モデル地域になる
と期待。

◇ 平成２３年９月１４日（水）
◇ 麻生飯塚病院（福岡県飯塚市）

九州SWC構想研究会

健康づくりで地域を活性化

健康づくりで地域活性化という観点
でSmart Wellness City構想を提

唱している筑波大学大学院久野教
授の講演と参加者との議論。
SWC構想首長研究会に参画する飯
塚市、指宿市、天草市の共催。4月

に当局が実施した九州健康関連産
業連携会議（指宿市）を契機に当研
究会が実現。
9自治体からは首長・副市長クラス
が参加し（84名、22団体が参加）、
今後、九州においてSWC構想の一

層の広がりを期待。

九州医療関連産業推進

 フォーラムキックオフシンポ

り

医療・医療機器産業への参入を目指して

◇ 平成２３年９月２２日（木）
◇ アクロス福岡（福岡市）

医療機器・医薬品メーカー・販社、医
療機関、ものづくり企業等との緩や
かなネットワークを目指すフォーラ
ムの立ち上げを表明し、今後の取組
への理解と協力を目的に開催。
医療関連産業への参入意欲のある
企業等179人が参加。
今後、九州における医療イノベーシ
ョン・ビジネス交流のプラットフォー
ムとして、取組強化を目指す。
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九州SWC（スマート・ウェルネス・シティ）構想研究会

＜第一回九州SWC構想研究会＞
日時：平成23年9月14日（水）１３：３０～１６：５０

場所：飯塚病院 エネルギー管理棟「大会議室」
主催：飯塚市、天草市、指宿市、３市共催（SWC構想首長研究会参加自治体）

内容：
① 「成長型長寿社会を可能とするSmart Wellness City」

 

－

 

筑波大学大学院教授

 

久野

 

譜也氏

② 参加自治体より各取り組みについて発表
指宿市、豊後高田市、飯塚市より、健康・福祉分野への取り組み状況について発表（各市長より発表）

＜参加者一覧＞

 

２２団体・８４名
自治体・行政機関

福岡市、北九州市、飯塚市、直方市、田川市、天草市、豊後高田市、宇佐市、指宿市、九州経済

 産業局（オブザーバー）

 大学・関係機関・民間企業
㈱指宿ロイヤルホテル、福岡大学、（財）九州地域産業活性化センター、（財）九州経済調査協会、

 ㈱鹿児島地域経済研究所、福岡安全センター㈱、飯塚医師会、飯塚市立病院、飯塚病院、飯塚

 商工会議所、飯塚市商工会、福岡ソフトウェアセンター

 

＜参加者一覧＞

 

２２団体・８４名
自治体・行政機関

福岡市、北九州市、飯塚市、直方市、田川市、天草市、豊後高田市、宇佐市、指宿市、九州経済

 産業局（オブザーバー）
大学・関係機関・民間企業

㈱指宿ロイヤルホテル、福岡大学、（財）九州地域産業活性化センター、（財）九州経済調査協会、

 ㈱鹿児島地域経済研究所、福岡安全センター㈱、飯塚医師会、飯塚市立病院、飯塚病院、飯塚

 商工会議所、飯塚市商工会、福岡ソフトウェアセンター

※第二回目は福岡市にて、H24年春に開催予定
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【健康・医療生活関連事例】

東九州メディカルバレー構想

血液や血管に関する医療機器
の世界的な生産 開発拠点

血液・血管に関する医療機器群

九州大学先端医療
イノベーションセンター

医療機器や医薬品の研究開発
から臨床試験まで一貫して実施

先端医療開発拠点

(株)くまもと健康支援研究所

熊本大学と共同で自治体・企業

 
を中心に取り組む科学的根拠に

 
基づく健康づくり介護予防事業｡
運動施設利用でポイントが貯ま

 
る「健康づくり」と「地域活性化」

 
をマッチング

ピュア・サポート

 

グループ
【おとなの学校】

おとなの学校は、学校形式の授業で

 
機能訓練・脳リハビリなどを提供する

 
「学校形式老人保健施設」

認定NPO法人

 

長崎在宅Ｄｒネット

自宅や介護施設で治療を受けた

 
いと希望する患者の主治医を見

 
つけ在宅療養をサポートする医

 
師のネットワーク

（株）麻生飯塚病院

ＩＴ企業との連携による救命救急

 
センターの効率化

医療現場における医工連携の促進

多（他）職種と連携した在宅療養 医商連携まちづくり｢うえきモデル｣
学校形式老人保健施設
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スマート・ウェルネス・シティ構想の具体的取り組み

 
ー

 
新潟県見附市スマート・ウェルネス・シティ構想の具体的取り組み

 
ー

 
新潟県見附市
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スマート・ウェルネス・シティ構想の具体的取り組み

 
ー

 
新潟県見附市スマート・ウェルネス・シティ構想の具体的取り組み

 
ー

 
新潟県見附市
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【福岡市アイランドシティとＳＷＣ構想について】

1．アイランドシティのモデル

＝生涯を通して誰もが健康で生きいきと暮らせるまちづくり

メディカルコア機能メディカルコア機能

研究開発
・ビジネス機能

研究開発
・ビジネス機能

福祉・居住機能福祉・居住機能

高度専門医療機関（股関節・膝関節外科病院(※)

 

や新こども病院）等

 が担い手

研究開発・ビジネス機能を集積し、常に他の２機能の高度化を図る。
特に高齢化社会を日本、さらにはアジア（特に中・韓）の今後来るべ

 き問題と捉え、その知的・人的・産業的な集積を目指す。ＡＡＢＣ（ア

 ジアン・エイジング・ビジネスセンター）やアイランドシティ生涯すこや

 かタウン協議会による活動を元に推進。（アジア高齢社会プラット

 フォーム構想）

実際に住民が健康で生きいきとした生活を送るための受け皿とし

 て、福祉・介護施設、高齢者居住施設、スポーツ研修施設等の整

 備促進を図る。

ふくおか健康未来都市構想ふくおか健康未来都市構想
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【福岡市アイランドシティとＳＷＣ構想について】

2．ＳＷＣ構想と連携したアイランドシティ（ふくおか健康未来都市構想）

◆「アジア高齢社会プラットフォーム構想」のキーワードは「生涯現役」であり、SWC構

 想の目指すゴール（市民の健康づくり、健康産業の育成、財政負担減少）は同一。

◆研究会参加自治体の規模と比べると福岡市は突出しており、SWCにとっても大き

 な意義。アイランドシティを実証地区、モデル地区に福岡市全体へ。

◆特に、人口構造（人口4500人のうち65歳以上が100人と、比較的若い30～40代世

 代が中心）からみると、20年後の姿、まちの将来を見越したモデル。将来的には本モ

 デルを、近く少子高齢化が進むであろう東アジアへの展開も想定。

◆第２回九州SWC構想研究会（Ｈ24年2～3月）を福岡市で開催することで、インパク

トのあるシンポジウムと施策の見える化を実施。
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スマート・コミュニティ



○エネルギーの最終消費の半分は「熱」。エネルギー全体を効率的に利用するためには、

 電

気と熱をトータルで有効利用を考える必要がある。

○また、最終消費エネルギーの割合としては、運輸（交通）も大きなウエイト。

○従って、エネルギーの効率的な利用には、再生可能エネルギー導入とスマートグリッドに

よる需給制御を核に、エネルギーを地域単位で統合的に管理する仕組み作りが有効。

○これを基礎に、交通システム、都市、さらに新たなライフスタイルまで発展する次世代エネ

ルギー・

 
社会システムである「スマートコミュニティ」を展開。

「スマートコミュニティ」の必要性

運輸部門のエネルギー消費の伸び
1．9倍（1973→2008年度）

エネルギーの最終消費の
半分は「熱」の需要

スマートコミュニティ

電力インフラ（スマートグリッド）

快適さとの両立

未利用熱等を有効活用した熱のネットワーク構築

カーシェアリング

エコポイント数
3,250円

今月電気代
○○○円

本日
○○○

 

KWh

熱インフラ

交通インフラライフスタイルの転換

エネルギー消費の見える化

 
によるライフスタイル変革

雪氷熱工場廃熱

電力のリアルタイム
料金変動と見える化、

機器制御

BRT（Bus Rapid Transit）
専用車線を利用した高速
バスシステムの導入実証

プローブ情報を活用した

 
移動支援システム実証

電気自動車を
電力インフラとして活用

電力不足時：電気自動車→家庭
電力過剰時：家庭→電気自動車

スマート

 

メーター ＨＥＭＳ バイオマスコジェネ
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スマートコミュニティのイメージ

電力系統と地域のエネルギーシ

 
ステムの相互補完関係が成り立

 
つ電力供給システムの構築

集中型電源
（火力発電所等）

メガソーラー

戸建住宅エリア

風力発電
ビジネスエリア

電力貯蔵装置

電気自動車を

電力インフラとして活用

電力不足時：電気自動車→家庭
電力過剰時：家庭→電気自動車

集合住宅エリア

エリア間の
エネルギーマネジメント

小水力発電

コントロールセン

 

ター

出所）三菱重工業(株)のイメージ図をもとに資源エネルギー庁作成

バイオマス発電

電気と熱を総合的にマネジメン

 

ト
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■「九州スマートコミュニティー連絡会」を平成２３年５月に設置。２６の産学官が参加。
・再生可能エネルギーの大量導入、省エネの推進、地域エネルギーマネージメントによるスマートな街づくり
・ＥＭＳ等のシステム輸出や国際展開

 

を目的
・さらに、九州におけるスマートコミュニティ政策及びビジネスプラットホームを形成し、地場企業の新規参入や新
事業を創出するクラスターを目指す。

■具体的には、ＳＯＮＥＱ、九州省エネルギー推進協議会、Ｋ－ＲＩＰ等と連携しつつ、先進事例研究、見本市出展、国
の施策への提案等を展開する。

■また、スマートコミュニティがＩＴ融合における重点分野との認識のもと、関係部署と連携しつつ、九州が社会実証推
進地となることを目指す。

（設置）平成２３年５月

 

設置

（目的）再生可能エネルギーの導入、省エネ、街づくり、システム輸出

 

等

（構成）ＮＥＣ九州支社、住友商事九州、日立製作所九州支社、三井不動産九州支
社、安川電機、九州電力、ＬＥシステム、日鉄エレックス、九州組み込みソフ
トウェアコンソーシアム、コア九州カンパニー、スマートエナジー研究所、パ

スポート、福岡ＣＳＫ、九州経済連合会、九州経済調査協会、九州工業
大学、九州７県・政令市、九州経済産業局（事務局）

（活動）連絡会の開催（５月、１０月）、フォーラム開催（１０月）、
情報共有（施策情報等の発信）

政策及びビジネスプラットホームの形成
新規参入・新事業を創出するクラスターの形成

九州スマートコミュニティ連絡会

九州の事例 九州スマートコミュニティ連絡会
北九州スマートコミュニティ創造事業

・水素（燃料電池、スタンド）、太陽光等の新エネやＮＰＯ法人、商業

施設、住民のコミュニティ基盤を生かした実証。

福岡スマートハウスコンソーシアム

・スマートハウスに太陽光・風力等の新エネや蓄電池を設置、ＥＶと

繋いで管理するＨＥＭＳの課題解決型の実証。

長崎五島のＥＶ・ＩＴＳコンソーシアム

・１００台のＥＶ・ＩＴＳと太陽光・風力を組み合わせた充電設置による

エコドライブ・観光の実証。

◆ ＳＯＮＥＱ（太陽光）

◆九州省エネルギー

推進協議会

◆ Ｋ－ＲＩＰ（環境）

（方針）産学官が結集したクラスター化

（取組）先進事例研究

新規参入支援（見本市）

事業の提案

会員拡大

連携

北九州スマートコミュニティ創造事業（H22年度～H26年度）

合同セミナー
展示会

マッチング



C O N S O R T I U M
Smart House

ukuoka

Fukuoka Smart House Consortium

福岡スマートハウス・コンソーシアム
 参加団体は手弁当で実証

企画・推進

デジタル電源プロセッサ
C2000 (Piccolo)

ZigBee無線
CC2520/MSP430

SCALE
（電源回路シミュレーションエンジン）

Smart Energy SystemSmart Energy System Home Energy Management SystemHome Energy Management System
Smart House SystemSmart House System

LED照明用電源モジュール
焦電型赤外線センサ

・無線ネットワーク・アプリ構築
・太陽電池リアルタイムパワー

コントローラ

高電圧電池パック
CO2 給湯機

HEMS クラウドサーバ
ホームゲートウェイ

インホームディスプレイ
無線モジュール

センサ端末／制御端

 
末

エネルギー制御装置
Smart Power シリーズ

レンガハウス

・代

 

表：

 

中村

 

良道 （㈱スマートエナジー研究所

 

CTO  ﾌｧｳﾝﾀﾞｰ）
・副代表：

 

中原

 

正俊 （崇城大学

 

ｴﾈﾙｷﾞｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究所

 

所長）
有馬 仁志 （dSPACE  Japan ㈱

 

代表取締役社長）
川浪 義光 （㈱

 

アバール長崎

 

代表取締役社長）

・オブザーバー
九州大学

 

大学院システム情報科学研究院

 

庄山研究室
宇宙航空研究開発機構（JAXA）

 

研究開発本部

 

電源グループ
特定非営利法人

 

九州組込みソフトウェアコンソーシアム（ＱＵＥＳＴ）
財団法人

 

九州先端科学技術研究所（ＩＳＩＴ）、㈱正興電機製作所
事務局 ：

 

ｄＳＰＡＣＥ

 

Ｊａｐａｎ社内

マルチ帯域 無線システム

LOGICAL
PRODUCT

リチウムイオン・バッテリー

太陽光発電

ＥＥ研究所

VHF帯域

IPDC

日射量予測

福岡タワー

企画・推進：スマートエナジー研究所

M2M（機器間通信）
ソリューション

充電コネクタ
太陽熱集熱器

太陽熱
集熱器開発用シミュレータ

RCP / HILS
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■３．１１以降のエネルギーの安全性の高まりを背景とした再生可能エネルギーや蓄電池の導入、省エネ、エネルギーの見える化等を通じ、
地域全体でエネルギーを効率的に活用するスマートグリッドやスマートコミュニティの実証実験が活発化

■九州では、福岡市、北九州市、ハウステンボス、水俣市、長崎県五島市等において、地域の特性に応じ事業を展開

九州におけるスマートグリッド・スマートコミュニティ実証実験（計画含む）

北九州市スマートコミュニティ創造事業
◆新日鐵、日本ＩＢＭ、富士電機、日産自動車、

オムロン、ナノオプトニクス・エナジーほか
◆太陽光、水素などの新エネルギー基盤やコミュニ

ティ基盤を生かしたスマートグリッドを中核に実証
事業

福岡スマートハウスコンソーシアム
◆スマートエナジー研究所、ｄＳＰＡＣＥ

 

ｊａｐａｎ、ほか

◆アイランドシティのスマートハウスに太陽光発電、
風力発電、リチウム蓄電池を設置し、電気自動車
等エネルギー変換装置とつないで管理する地域
のＨＥＭＳの実証事業

長崎五島エコアイランド構想
◆長崎ＥＶ＆ＩＴＳコンソーシアム
◆１００台のＥＶ（リチウム電池）・ＩＴＳと充電装置（太陽光・風

力）を組み合わせ、ドライブ観光・エコアイランドを実現する
地域ＥＭＳの実証事業

長崎次世代エネルギーパークにおけるスマートシティ構想
◆PeoplePower、ハウステンボス、システムファイブ、九電工ほか

◆ハウステンボス内のホテル、ショップ、居住区における太陽光発電や天然ｶﾞｽ
ｺｼﾞｪﾈ等を活用した制御による省ｴﾈ化と省ｴﾈｻｰﾋﾞｽ提供（ｴｺﾎﾟｲﾝﾄ等）の構築

九州電力のスマートグリッド実証
◆玄海・薩摩川内・離島地区でスマートグリッド実証実験。特定地

域内の部分最適化と電力系統延滞での最適化の協調性を検討

海洋と森林を活用したスマートアイランド
◆長崎県対馬市
◆木質バイオマス、海洋温度差発電、太陽光と漁船（ＬＥＤ集魚灯・

電動漁船灯）、地域見守りｻｰﾋﾞｽ

東長崎エコタウン構想
◆長崎県、東長崎エコタウン等構想推進協議会
◆下水汚泥メタン発酵ガス、太陽光発電、ＥＶ、ﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗﾝﾄ

次世代パーソナルモビリティ
◆ホンダ熊本の次世代パーソナルモビリティの実証実験
◆今後は水俣市や阿蘇エリア、天草エリアにも拡大

薩州自然エネルギー工業団地スマートコミュニティ構想
◆パスポート、濱田酒造、九州電力、串木野漁協、オリックスほか
◆工業団地における再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの出力変動の調整、消費電力の見える

化・制御等のＥＭＳ構築。ＥＶ・ＨＶ等のｶｰシェアリングの実証事業。

農山漁村地域における低炭素化コミュニティ構想（水俣市）

◆富士電機ｼｽﾃﾑｽﾞ、三菱商事、熊本ｿﾌﾄｳｪｱほか
◆農山漁村の施設、工場における新ｴﾈﾙｷﾞｰやＥＶトラック等の導入と省エネ

促進のためのＥＭＳの構築

未利用温泉エネルギーを利用したスマートシティ
◆長崎県雲仙市、小浜温泉エネルギー活用推進協議会
◆未利用温泉水を活用したﾊﾞｲﾅﾘｰ発電、温泉ファンドを活用した太陽光発電灯

商工農連携エコエネパーク（日田市中津江村）

◆田島山業
◆日田の森林等の資源を活かしたバイオマス等の

分散型エネルギーの管理システム

アイランドシティ・スマートコミュニティ構想
◆福岡市、ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ・ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ構想検討委員会
◆青果市場へのﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ活用ｼｽﾃﾑの導入、ｴｺﾎｽﾋﾟﾀﾙへの

熱融通、情報ﾈｯﾄﾜｰｸを活用した民間住宅の省ＣＯ２事業

再生可能エネルギーの効率的利用に関する調査
◆新出光、相光石油、国公私立コンソーシアム・福岡
◆福岡市に急速充電スタンド（ｺﾝﾋﾞﾆ併設）を設置し、ＥＶ急速充電ｻｰﾋﾞｽ

の提供等の災害時のエネルギー管理

集合住宅における通信技術を活用した電気自動車充電ビジネス可能性調

 
査

◆九州経済調査協会、福岡大学、九州電力、九州ソーラーネットワーク

 

他
◆太陽光等の再生可能エネルギーシステムと電気自動車の効率的連動システムの構築

メガソーラを活用した地産地消モデル事業化検討調査
◆国際航業、宮崎県、宮崎大学、九州電力他
◆メガソーラー発電地域での系統連携構成及び電力需給、地域

でのエネルギー需給の管理等

：実証中

：計画

福岡市で実施される４事

 

業
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平成２４年度

 
資源・エネルギー関連概算要求のポイント

新たなエネルギー社会の実現（スマートコミュニティの構築）

■新エネ・省エネ等を社会全体で効率的に達成する新たなエネルギー社会を実現する「ス
マートコミュニティ」を構築するため、大規模実証、技術実証、Ｆ／Ｓ調査の３事業を展開。

■①北九州市等の４ヶ所の大規模実証事業、②先進的技術やエネルギー制御等の技術実証
事業、③地域の特性を活かしたＦ／Ｓ調査（スマートコミュニティ構想普及支援事業）の３事業
を、Ｈ２３年度に引き続き要求。

①次世代エネルギー・社会システム
実証事業（平成２４年度：１２６億円）

②次世代エネルギー技術実証事業
（平成２４年度：２８億円）

③スマートコミュニティ構想普及支
援事業（平成２３年度：２．８億円）

○大量の再生可能エネルギーを安定的
に受け入れるためには、蓄電池、家
電等を活用し需給調整を行うエネル
ギーマネジメントシステムが必要。

○このような、エネルギーマネジメン
トシステムを基礎としたスマートコ
ミュニティの構築を目指し、国内４
地域(横浜市、豊田市、けいはんな
学研都市(京都府)、北九州市）にお
いて、大規模な社会実証を行う。

出所）三菱重工業(株)

○地域には、未利用の自然エネルギー、
大学や企業等の個性ある技術、ビジネ
スモデルが存在。

○本事業では、次世代エネルギー・
社会実証事業を補完し、地域資源の
活用・導入時における先進的で汎用
性が高い技術的課題を解決し、地域
の特性に応じたスマートコミュニテ
ティ構築につなげる技術実証を行う

地域の大学・企業

風力発電

未利用エネルギーを有効

活用したネットワーク

小水力発電
地熱発電

○各地への普及を目指し、地域の状況に
根ざしたスマートコミュニティの導入に当
たっての調査・フィ－ジビリティスタディ（
Ｆ／Ｓ）を実施。

平成２４年度

 

スマートコミュニティ関連

 

３事業（概算要求中）
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（参考）家庭向け「節電エコ補助金」関連事業
（平成23年度三次補正予算案より）

■省エネ・節電対策として、家庭や中小ビル向けのエネルギー管理システム（ＨＥＭＳ・ＢＥＭＳ）、住宅用

 太陽光発電、蓄電池、民生用燃料電池等の設備に対する、いわゆる「節電エコ補助金」を創設し（※）、

 家庭や中小企業等における節電や再生可能エネルギーの導入を強力に推進。
※本事業は、平成23年度三次補正予算案として、国会に提出中。

事業名
平成23年度

三次補正予算案額

エネルギー管理システム（ＢＥＭＳ・ＨＥＭＳ）導入促進事業費補助金 ３００億円

定置用リチウムイオン蓄電池導入支援事業費 ２１０億円

民生用燃料電池導入支援補助金 ５０億円

住宅用太陽光発電導入支援復興対策基金造成事業費補助金 ８７０億円

太陽光パネルから
家庭に電気を供給

機器のコントロー

 
ル

スマートメーター
による需要計測

蓄電池から
家庭に電気を供給

ＨＥＭＳ端末によ

 
る

「見える化」

【ＨＥＭＳ導入支援】 【住宅用太陽光発電システムを導入した住宅の例】
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実証実験の設計・実行

①-1. 再生可能エネルギーの導入（バイオマス）

①-3. 再生可能エネルギーの導入（風力発電：浮体式海上風力を含む）

①-2. 再生可能エネルギーの導入（大規模太陽光発電システム）

②新設こども病院のエコホスピタル化

アイランドシティ

・スーパー
・大規模食品工場

等

・青果市場
・住宅、施設

バイオマスエネルギー
活用システム

（メタン発酵等）

・厨芥類
・食品残さ

・エコ・ホスピタル
（市立こども病院）

（アイランドシティ外）

電 力

熱

地域電力ネットワーク

③「CO２ゼロ街区」における先導的取組み（ＥＭＳ）

＜戸建住宅街区＞

・エネルギー使用量
・ＣＯ２排出量

・省エネアドバイス

＜各戸見える化＞

エネルギー
マネジメントセンター

・アイランドシティ内に風力発電を設置し、

 
発電電力をアイランドシティ内で利用する

 
風力発電システムを構築する。
・また、博多湾で行う浮体式海上風力発

 
電の実証実験の成果を活用する。

・アイランドシティ内の大型施設や利用可能なオープンスペースに太陽

 
光発電パネルを設置し、発電電力をアイランドシティ内で利用する大規

 
模太陽光発電システムを整備。
・埋立完了から施設立地までの間、暫定的にシステムを設置することが

 
可能な敷地が大量に存在するアイランドシティの特性を活かして、これら

 
の用地への太陽光発電システムを設置。

「アイランドシティ・スマートコミュニティタウン」プロジェクト
～地域内エネルギーネットワークの構築に向けたＦ/Ｓ調査（平成２３年度）～

１．ゼロエナジー病室

・自然採光
・高効率ＬＥＤ採用
・センサー換気、脱臭
・太陽熱給湯、空調

 

等

２．ロングライフ

 

×

 

パッ
シブインテグレーション

・ＥＶシャフトスカイシャワー
・自然換気＋ナイトパージ
・共同溝クールヒートトレンチ

３．最適制御×高効率シス
テムの導入

・生体センシングによる制御
・スマートメーター
・高効率熱源の導入
・待機電力制御システム

４．エコ情報の見える化
５．継続的なエコ推進

・ＬＯＣＯ２

 

管理ＢＥＭＳ設備
・エコドクターコンソーシアム

による活動
・環境報奨金制度の導入

■調査では、地域特性を踏まえた「次世代エネルギーシステムメニュー」及び「具体像」を検討。
■スマートコミュニティは、街作り・地域活性化の有効なツール。
■ＣＯ２ゼロ街区も、スマートコミュニティの一つの形態・試み。今回の調査を活用し、アイランドシティ全体

へと展開し、実証エリア・九州の先導モデルへつなげることをご提案（→翌年度以降の技術実証事業へ）
≫

 

このような取組が、アイランドシティ全体の高付加価値化に寄与
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アイランドシティで活用可能な国支援施策のイメージ（経済産業省分の例）

①ＩＣ全域

①アイランドシティ全域が対象
・スマートコミュニティ技術実証事業（28億円、1/2補助、３年：地域特性を活かしたスマコミ構築に向けた実証）

・再生可能エネルギー熱利用支援事業（45億円、1/2～1/3補助：太陽熱、バイオマスなど熱利用設備導入）

②主にオフィス、病院、複合施設等の業務用ビル
・住宅・建築物のネット・ゼロ・エネルギー化推進事業（140億円。ＺＥＢ新築（最大2/3補助）、改修（1/2補助））

③主に住宅・居住地区
・住宅用太陽光発電導入支援（３次補正・基金：869.9億円）、民生用燃料電池導入支援（96億円、1/2補助）

ＣＯ２ゼロ街区

青果市場

②業務・事業用、複合エリア ③住宅・居住地区
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○CO2ゼロ街区実証地区以外の住宅地において、現在の

導入可能な新エネルギー、省エネルギーに関する導入
促進や学びによるリテラシーの向上を行う。

(例：スマートメーター、エコカー、ソーラー、エネファーム)

○サイバー大学と福岡コンソーシアムとの連携による人
材育成と普及セミナー（エネルギーと環境の学びの場）。

○これらの取り組みの対外的な発信とノウハウの蓄積・
活用によりスマートコミュニティの「福岡市モデル」
を確立。

〈提案〉スマートコミュニティ実践地区福岡市モデル
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【お問い合わせ先】
九州経済産業局

 
総務企画部総務課

（TEL）０９２－４８２－５４０５
（FAX）０９２－４８２－５９６０

【ご参考】
九州経済産業局 （URL）ｈｔｔｐ://www.kyushu.meti.go.jp
最新講演資料

局ホームページの「局長メッセージ」からダウンロードできます。
ＤＮＤ （URL）http://dndi.jp/25-takimoto/takimoto_Top.php

（Digital New Deal）
大学発ベンチャー企業支援サイト

ご清聴  ありがとうございましたご清聴ご清聴  ありがとうございましたありがとうございました
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第1回

 

九州成長戦略アクションプラン
第2回

 

TEDｘEarthquake９.０
第3回

 

指宿で健康関連産業の広域連携
第4回

 

九州のアジア力～初めての重慶ミッション
第5回

 

キーパーソン集会プレミア（１）
第6回

 

キーパーソン集会×志士の会（２）
第7回

 

経営力強化と産学官＋金融連携
第8回

 

環境首都を目指して～北九州市の挑戦
第9回

 

医療・介護・健康産業月間


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スマート・ウェルネス・シティ
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スマート・コミュニティ
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	福岡スマートハウス・コンソーシアム�参加団体は手弁当で実証
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33

